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Abstract 
This study considered the compression toughness ability of "the RC supporting columns" to 

install beside the brittle pillar which became the shear mode and relations of the wide shear 
reinforcement quantity experimentally. 

As for the relations of the quantity of wide shear reinforcement which gives it to a rise in 
compressive strength, there is already a study in much past, but I cannot see the study that I 
lectured on the state of the strength drop after the greatest strength and relations with the 
assistant side shear reinforcement quantity to. There was this study for the extension of the 
past study suggested backed by such situation, and the lower limit level of the shear 
reinforcement quantity to prevent sudden axis collapse from many experiments that I 
included a reported laboratory finding in knew a pw=0.8㹼1.0% necessary thing when I used 
SD395. 

Key Words : RC column,Seismic strengthening,Confainndo effect,Protection of the human life 
 

㸯㸬◊✲の┠ⓗ 

ᡃが国の⪏震⿵ᙉ᪋⟇は、現⾜の建⠏基‽ἲ

でᐃめる⪏震性⬟（ᙉ度と⢓り）を‶たすこと

が基‽であり、この基‽を‶たすよ࠺に⿵ᙉ㒊

ᮦを㏣加する方ἲが基本となっている。ᚑって、

学ᰯ建⠏の長ᡭ方向の様にもともと⪏震ቨがᑡ

ない建物の場合には、⿵ᙉቨをከᩘ㓄⨨するた

めከ㢠の㈝⏝をせし、そのため⪏震⿵ᙉに⮳ら

ないࢣーࢫもከいとᛮࢃれる。 

そこで、ᡃが国の㹐㹁㐀建物はᰕ࣭ᱱからな

るࣛー࣓ンᵓ㐀が大༙であり、パンࢣー࢟ࣛࢡ

ることはᑡないこࡎの様なᔂቯᙧᘧが生ࣗࢩࢵ

とに╔┠し、ᅗ-1 の様に、ᔂቯ層にできた㝽㛫

（㑊㞴ࢱ࢙ࣝࢩー）を✚ᴟ的にホ౯することで、

⪏震⿵ᙉࢺࢫࢥをపῶすることを⪃えた。この

様な≉ᚩを✚ᴟ的にάかせࡤ、Ᏻ౯な⿵ಟᑐ⟇

でே࿨を確ಖすることは༑ศにྍ⬟とᛮࢃれる。

せは、建物がᔂቯしたとしてもே㛫が₯り㎸め

る㑊㞴ࢱ࢙ࣝࢩーがฟ現すれࡤ、ே࿨はಖㆤさ

れる。 
౛えࡤ、せ᩿ࣔࢇーࢻとなる⬤性ᰕの⬥に

୓が一、ࡤ㍈ຊಖᣢ㒊ᮦ㸻ῧᰕࠖをタ⨨すれࠕ

᪤Ꮡᰕが㍈ᔂቯしてもῧᰕが௦ࢃって㍈ຊをಖ

ᣢするため層ᔂቯは㜵げ、㑊㞴ࢱ࢙ࣝࢩーがព

ᅗ的にసりฟされる。しかし、᪤Ꮡᰕからῧᰕ

、れる動的㍕Ⲵのためࢃ⾜の㍈ຊ⛣動は▐᫬の࡬

ῧᰕには༑ศにవ⿱を見㎸ࢇだ㍈ᙉ度を୚えて

おくことがᚲせとᛮࢃれる。ᑐ⟇としてῧᰕ᩿

㠃ࡸࣉࢵ࢔ࢬ࢖ࢧ౑⏝ࢥンࣜࢡーࢺᙉ度のࢵ࢔ᅗ�� ᔂቯ層にできた㑊㞴ࢱ࢙ࣝࢩー（㸯）

㑊㞴ࢱ࢙ࣝࢩー 
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➽が⪃えられるが、本研究では༑ศな横⿵ᙉࣉ

㔞を㓄⨨するこで、୓が一᭱大ᙉ度を㉸えた場

合でもᛴ⃭な㍈ᔂቯを㜵ࡄ⪃えを᥇⏝した。 
ただし、ᅽ⦰ᙉ度の上᪼にཬぼす横⿵ᙉ➽㔞

の㛵ಀは᪤にከくの᪤ 研究があるが、᭱大ᙉ

度以㝆のᙉ度ప下の⦆ᛴ⛬度と横⿵⿵ᙉ➽㔞と

の㛵ಀを論ࡌた研究は見あたらない。本研究は

この様な≧ἣを⫼ᬒに実᪋された᪤ 研究（㸰）の

ᘏ長にあり、᪤ሗ࿌の実験⤖果をྵめてሗ࿌す

るものである。 
 

㸰㸬ᅽ⦰ᙉ度とᶓ⿵ᙉ➽㔞との㛵ಀ 

㍈方向にᅽ⦰ຊをཷࡅると、これと┤஺する

方向に⭾らࡳが生ࡎる。Ⲵ㔜が小さい᫬にはこ

の横ṍࡳ㔞は小さいが、Ⲵ㔜が大きくなるにし

たがって加速度的に増加する。これはࢥンࣜࢡ

ーࢺ内㒊に生ࡌたࡧࡦ๭れによるものであるか

ら、この横方向࡬の⭾らࡳをఱらかの方ἲでไ

ᚚしてࡸれࢥ、ࡤンࣜࢡーࢺは◚ቯし㞴くなる

はࡎである。この様なཎ理は古くからの研究ᑐ

象であり、௦⾲的な研究（㸱）として横方向の㟼Ṇ

Ỉᅽをཷࡅるࢥンࣜࢡー

ンダーの◚ቯヨ験ࣜࢩࢺ

⤖果に基࡙いた (1)ᘧが

ᥦ᱌されている。横ᣊ᮰

➽がᆒ一なᣊ᮰ᅽຊをࢩ

ࣜンダーに୚えると௬ᐃ

した場合、ᅗ-2 に♧す

様に横ᣊ᮰ᅽは (2)ᘧで

୚えられ、これを (1)ᘧ
に௦ධして(3)ᘧを得る。 

なお、横⿵ᙉ➽はᅽ⦰ᙉ度᫬には㝆అᙉ度に

㐩していたとすれ(3)ࡤᘧは(4)ᘧの様に⾲され、

ᅽ⦰ᙉ度は⿵ᙉᙉ度(   )に比౛する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨ験యはȭ100�200 パࢫ、ンダーを⏝いࣜࢩ

ᙉ➽をᤄධしたヨ験య⿵ࣝࣛ࢖ 78 本と↓➽ 6 本

を〇సし、ᅽ⦰応ຊ度と㍈ṍࡳを測ᐃした。 
⾲-1 と⾲-2 にᅽ⦰ᙉ度一ぴを♧し、ᅗ-3 に⿵

ᙉᙉ度との㛵ಀを♧す。ྠᅗから、(4)ᘧはᅽ⦰

ᙉ度をⰋく⾲すことがศかる。 
ᅗ-4 にヨ験యの◚ቯ≧ἣの౛を♧す。ᅗ-5 に

ᅽ⦰応ຊ度㸫ṍࡳ度㛵ಀにཬぼす横⿵ᙉ➽㔞の

ᙳ㡪を♧す。横⿵ᙉ➽㔞と᭱大ᅽ⦰ᙉ度の㛵ಀ

は๓㏙の㏻りであるが、᭱大ᙉ度以㝆のᙉ度ప

下の⦆ᛴ度は、ྠᅗから、横⿵ᙉ➽㔞がከいほ

 。になることがศかった៏⦅࡝
 

 

 

 

 

 

 

 

ssp fA ssp fAtf

ᅗ�2 ᣊ᮰効果の 

基本ཎ理

yw fp

20.310 mmNf y 

⾲-2 の⤖果ywccc fpff 1.4

25.258 mmNf y 

⾲-1 の⤖果ywccc fpff 1.4

ᅗ-3 ᅽ⦰ᙉ度と⿵ᙉᙉ度の㛵ಀ 

1 2 3 4
8 1.77 4.56 48.6 48.0 52.1 䠉

12 1.18 3.04 47.4 46.8 41.9 䠉

16 0.88 2.28 45.3 44.5 45.4 䠉

䠉 0.00 䠉 0.00 35.1 36.3 36.1 31.4

258.5

䝢䝑䝏

mm
pw

×10-2
pw䡡fy

N/mm2
ᅽ⦰ᙉᗘ(N/mm2)fy

N/mm2

⾲-1 ᅽ⦰ヨ験⤖果（文⊩㸰）

1 2 3 4 5 6
4 3.53 10.94 75.5 75.5 71.6 75.8 78.8 76.5
6 2.35 7.30 57.3 65.7 59.8 55.8 63.3 57.0
8 1.77 5.47 51.9 55.6 51.1 53.0 49.7 54.0
10 1.41 4.38 46.3 46.7 47.2 46.8 48.5 48.1
12 1.18 3.65 44.8 45.8 45.1 44.8 46.3 46.8
14 1.01 3.13 44.3 43.2 43.5 45.3 44.3 43.8
16 0.88 2.74 42.2 41.3 43.0 41.4 43.3 42.6
18 0.78 2.43 40.9 40.9 41.3 41.7 41.1 40.8
20 0.71 2.19 40.5 38.7 39.6 40.3 40.3 39.9
24 0.59 1.82 37.9 38.2 38.4 38.5 37.3 37.3
32 0.44 1.37 37.1 35.7 36.7 37.0 37.3 36.9
48 0.29 0.91 36.3 35.8 35.5 35.9 36.3 34.9
64 0.22 0.68 34.3 34.4 33.3 32.1 33.5 35.9
㻙 0.00 䠉 0.00 29.9 29.6 30.6 31.3 31.8 31.6

310

ᅽ⦰ᙉᗘ䠄N/mm2)䝢ッ䝏

mm
pw䡡fy

N/mm2
pw

×10-2
fy

N/mm2

⾲-2 ᅽ⦰ヨ験⤖果一ぴ（ᙜ研究） 

ここで、 

ywccc fpff 1.4
sD

Af
ff spy
ccc u
 2.8 㺃㺃㺃㺃(3)ᘧ 

㺃㺃㺃㺃(4)ᘧ 

sD
Af

f sps
t u


2
㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃(2)ᘧ 

tccc fff 1.4 㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃㺃(1)ᘧ 

㸸横ᣊ᮰されたヨ験యのᅽ⦰ᙉ度 

㸸↓ᣊ᮰ヨ験యのᅽ⦰ᙉ度 

㸸横ᣊ᮰➽➽の応ຊ（㝆అ点ᙉ度） 

㸸ヨ験యの┤ᚄ 

㸸ࢫパࣝࣛ࢖➽の㛫㝸 

ccf

cf 

sf

D

s

2mmN

2mmN

2mmN

mm
mm
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㸱㸬ᅽ⦰㠎ᛶ⬟のᐃ⩏とィ⟬
 

�㺃� ᙉ度పୗ⋡㸦Ș㸧とṍࡳቑ኱⋡㸦ș㸧 

本研究の┠的は、᭱大ᙉ度以㝆のᛴ⃭なᙉ度

ప下を㜵ࡄために、ᚲせな横⿵ᙉ㔞とᙉ度ప下

率の㛵ಀを明らかにすることにある。๓❶で㏙

に、横⿵ᙉ➽を㓄⨨するとᅽ⦰ᙉ度は࠺たよ࡭

確実に上᪼し、⿵ᙉᙉ度とᅽ⦰ᙉ度の㛵ಀは、

᪤ の(4)ᘧでᴫࡡ୚えられることがศかった。

しかし、᭱大ᙉ度以㝆のᙉ度ప下のࠕ⦆ᛴ度合

いࠖと横⿵ᙉ➽㔞の㛵ಀは୙明である。 
ᅗ-6 は⿵ᙉ➽の有↓が応ຊ度㸫ṍࡳ度㛵ಀに

ཬぼすᙳ㡪を、実㝿の実験ࢹーࢱを⏝いて比較

したもので、᭱大ᙉ度以㝆のᙉ度ప下のࠕ⦆ᛴ

度合いࠖが、かなり␗なる様Ꮚがศかる。本研

究でᑐ象とするࠕῧᰕࠖには、ᡤせの㍈ᅽ⦰⪏

ຊを確ಖしておくことはᙜ↛として、୓が一、

స⏝㍈ຊが㍈ᅽ⦰⪏ຊを上回ったとしてもࠕᛴ

⃭な㍈ᔂቯࠖが生ࡌないよ࠺なᑐ応を᪋してお

くᚲせがある。その方ἲの一ࡘに、ࢫパࣝࣛ࢖

➽によるࢥン࢖࢓ࣇンࢻ効果（横ᣊ᮰効果）に

期ᚅする方ἲがある。 
本研究はこの様な୺᪨で、⿵ᙉ➽㔞をパ࣓ࣛ

ーࢱにከᩘのᅽ⦰ヨ験を⾜ったが、これらのᅽ

⦰ヨ験ࢹーࢱ（応ຊ度㸫ṍࡳ度㛵ಀ）から、ᙉ

度ప下の下り໙㓄がᐃ⩏できれࡤ、ᅗ-6 に♧す

ಀᩘ（ k ）によって⦆ᛴの⛬度をᩘ値化できる。 
ణし、᭱大ᙉ度᭱ࡸ大ᙉ度᫬のṍࡳ㔞が␗な

るそれࡒれのヨ験⤖果に共㏻の໙㓄ࣝーࣝをᐃ

めることはᅔ㞴であるので、᭱大ᙉ度以㝆のᙉ

度ప下率（Ș）とṍࡳ増大率（ș）を⏝いて、

ᙉ度ప下の下り໙㓄をホ౯することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�㺃� ᅽ⦰㠎ᛶ⬟のᐃ⩏ 

ᅗ-7(a)にᙉ度ప下率㸫ṍࡳ増大率の౛を♧す。

ྠᅗに♧す┤⥺ A-B の傾き(  )をᅽ⦰㠎性⬟

とᐃ⩏し、その性⬟は(7)ᘧで⾲す。ᅗから明ら

かな様に、(7)ᘧで⾲されるᅽ⦰㠎性⬟は、ᙉ度

ຎ化が⦆៏な場合は     に㏆࡙き、ᛴ⃭

なᙉ度ప下を♧す場合は     に㏆࡙く。

なお、測ᐃࢹーࢱはᚲࡎしも┠ᶆとするᙉ度ప

下率᫬(  )のṍࡳ増大率(  )を୚えていない

から、ᅗ-7(b)に♧す様に、┠ᶆとするṍࡳ増大 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

0.1mK
0.0mK

mK

ᅗ-4 ◚ቯ≧ἣ（౛） 

⿵ᙉ↓し 4@3I

ᅗ-5 ᅽ⦰応ຊ度㸫ṍࡳ度㛵ಀ（౛）

（横⿵ᙉ➽㔞のᙳ㡪） 

)53.3(4@3 㸣I

)18.1(12@3 㸣I

⿵ᙉ↓し 

⿵ᙉ➽◚᩿ 

3

㺃㺃㺃㺃(7)ᘧ 0
1

11
3

3 















mK

ᅗ-7(a) ᅽ⦰㠎性⬟のᐃ⩏（㸯） 

（横⿵ᙉ➽が◚᩿しない場合） 

 33,
A

B
mK

㸣53.3wp

㸣0.0wp
k

ᅗ-6 横⿵ᙉ➽の有↓が 

応ຊ度�ṍࡳ度㛵ಀにཬぼすᙳ㡪

maxV
V  㺃㺃㺃㺃(5)ᘧ 

maxVH
H  㺃㺃㺃㺃(6)ᘧ 

ここで、 

2mmN
2mmN

㸸ᙉ度ప下率 

maxV
V


㸸᭱大ᅽ⦰ᙉ度以㝆のᅽ⦰応ຊ

㸸᭱大ᅽ⦰ᙉ度 

maxVH
H
 㸸ṍࡳ増大率 

㸸᭱大ᅽ⦰ᙉ度᫬以㝆のṍࡳ度 

㸸᭱大ᅽ⦰ᙉ度᫬のṍࡳ度

3
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率(  )の上下のࢹーࢱ(        )から

(8)ᘧを⏝いて┠ᶆとするṍࡳ増大率(  )をồめ、

これを(7)ᘧに௦ධしてᅽ⦰㠎性⬟(  )をồめた。 
一方、ᅗ-8(a)は、┠ᶆとするᙉ度ప下率まで

下がらࡎに㏵中で横⿵ᙉ➽が◚᩿した場合を♧

すが、この᫬は、ᅗ-8(b)の様にその㏆ഐのȘ㸫

ș㛵ಀᅗをࣟࢡーࣉࢵ࢔ࢬさせ、◚᩿┤๓の B
点のᗙᶆをㄞྲྀࡳり、(7)ᘧから A 点と B 点を⤖

 。の傾きをᅽ⦰㠎性(  )としてồめた⥺┤ࡪ
なお、ᅗ-9 は実験⤖果で得られたȘ㸫ș᭤⥺

を౛に、タᐃするᙉ度ప下率によって、ᅽ⦰㠎

性⬟が␗なる様Ꮚを♧したものである。༶ࡕ、

ᅽ⦰㠎性⬟は௬ᐃしたᙉ度ప下率によってその

値が␗なるから、本研究では᭱大ᙉ度以㝆 �㹼�

๭⛬度にᙉ度がప下した᫬点でのᙉ度ప下の໙

㓄（ᅽ⦰㠎性⬟）をồめることにし、ᙉ度ప下

率（ 8.0,7.0 33   ）にࡘいてồめたᅽ⦰㠎

性⬟を⾲-3(a)(b)に♧す。 

この様に、ᅽ⦰㠎性⬟はᙉ度ప下率（Ș）に

౫Ꮡした値となるが、඲ヨ験⤖果をྠ一のᙉ度

ప下率を⏝いてᅽ⦰㠎性⬟をホ౯すれࡤ、各ヨ

験⤖果はᖹ➼に⿵ᙉᙉ度とᅽ⦰㠎性⬟の㛵ಀを

ホ౯し得るとุ᩿した。 

 

   
21

1223
23 




u
 㺃㺃㺃㺃(8)ᘧ 

   2211 ,,, 3
3

mK

mK

 11,

 22,

 33,

B

ᅗ-7(b) ṍࡳ増大率のồめ方 

⾲-3(a) ᅽ⦰㠎性⬟ mK  
（ᙉ度ప下率      ᫬） 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

4 3.53 10.95 0.97 0.94 0.98 0.98 0.95 0.94
6 2.36 7.30 0.94 0.93 0.95 0.96 0.95 0.93
8 1.77 5.48 0.77 0.94 0.89 0.95 0.96 0.94

10 1.41 4.38 0.93 0.92 0.93 0.93 0.93 0.93
12 1.18 3.65 0.92 0.88 0.94 0.95 0.94 0.92
14 1.01 3.13 0.83 0.89 0.90 0.88 0.84 0.88
16 0.88 2.74 0.86 0.85 0.86 0.82 0.88 0.72
18 0.79 2.43 0.72 0.88 0.84 0.90 0.88 0.87
20 0.71 2.19 0.83 0.77 0.86 0.90 0.84 0.82
24 0.59 1.83 0.84 0.80 0.88 0.71 0.91 0.85
32 0.44 1.37 0.64 0.89 0.68 0.89 0.91 0.73
48 0.29 0.91 0.83 0.83 0.83 0.83 0.83
64 0.22 0.68 0.44 0.46 0.70 0.13 0.34 0.79
- 䠉 0.00 0.33 0.00 0.00 0.00 0.23 0.00

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

- 䠉 0.00 0.00 0.00 0.06 0.00
8 1.77 4.57 0.91 0.86 0.87

12 1.18 3.04 0.89 0.77 0.85
16 0.88 2.28 0.80 0.72 0.61

䃐㻩㻜㻚㻣᫬䛾ᅽ⦰㠎ᛶ⬟䠄㻷㼙㻕䚷ᙜ◊✲䚷㓄➽䝢䝑䝏

䃥㻟㻙㻬
㼙㼙

㼜㼣䡡㼒㼥

㻺㻛㼙㼙㻞

䃐㻩㻜㻚㻣᫬䛾ᅽ⦰㠎ᛶ⬟䠄㻷㼙㻕䚷文献䠄䠎䠅䚷㓄➽䝢䝑䝏
䃥㻟㻙㻬

㼙㼙

㼜㼣䡡㼒㼥

㻺㻛㼙㼙
㻞

㼜㼣

㽢㻝㻜㻙㻞

㼜㼣

㽢㻝㻜㻙㻞

⾲-3(b) ᅽ⦰㠎性⬟ mK  
（ᙉ度ప下率    ᫬） 

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

4 3.53 10.95 0.97 0.94 0.98 0.98 0.95 0.94
6 2.36 7.30 0.94 0.93 0.95 0.96 0.95 0.79
8 1.77 5.48 0.77 0.94 0.87 0.93 0.96 0.87

10 1.41 4.38 0.93 0.88 0.91 0.84 0.82 0.90
12 1.18 3.65 0.89 0.84 0.91 0.94 0.93 0.92
14 1.01 3.13 0.77 0.83 0.90 0.78 0.83 0.88
16 0.88 2.74 0.76 0.72 0.78 0.69 0.96 0.55
18 0.79 2.43 0.68 0.83 0.80 0.82 0.76 0.85
20 0.71 2.19 0.75 0.74 0.84 0.89 0.78 0.75
24 0.59 1.83 0.66 0.77 0.89 0.65 0.89 0.87
32 0.44 1.37 0.58 0.86 0.57 0.88 0.89 0.67
48 0.29 0.91 0.79 0.70 0.73 0.31 0.62
64 0.22 0.68 0.49 0.52 0.67 0.28 0.34 0.73
- 䠉 0.00 0.15 0.00 0.08 0.09 0.31 0.08

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

- 䠉 0.00 0.00 0.05 0.14 0.00
8 1.77 4.57 0.80 0.69 0.76

12 1.18 3.04 0.83 0.71 0.75
16 0.88 2.28 0.77 0.65 0.50

㓄➽䝢䝑䝏

䃥㻟㻙㻬
㼙㼙

㼜㼣䡡㼒㼥

㻺㻛㼙㼙㻞

䃐㻩㻜㻚㻤᫬䛾ᅽ⦰㠎ᛶ⬟䠄㻷㼙㻕䚷䚷ᙜ◊✲

㓄➽䝢䝑䝏
䃥㻟㻙㻬

㼙㼙

㼜㼣䡡㼒㼥

㻺㻛㼙㼙
㻞

䃐㻩㻜㻚㻤᫬䛾ᅽ⦰㠎ᛶ⬟䠄㻷㼙㻕䚷文献䠄䠎䠅䚷

㼜㼣

㽢㻝㻜㻙㻞

㼜㼣

㽢㻝㻜㻙㻞

7.03  8.03 

A
B

横⿵ᙉ➽の◚᩿ 

ᅗ-8(a) ᅽ⦰㠎性⬟のᐃ⩏（㸰） 

（横⿵ᙉ➽が◚᩿した場合） 

B

ᅗ-8(b� ◚᩿┤๓のș値のタᐃ 

mK
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࠙ᘬ⏝࣭ཧ⪃文⊩ࠚ 

(1)日本建⠏学఍㸪1975 ᖺ大ศ┴中㒊地震による RC 建物の⿕ᐖㄪᰝሗ࿌㸪᫛࿴ 51 ᖺ 6 ᭶㸪p114 
(2)位田㐩ဢ࣭⚟ᓥ㡰一㸪㹐㹁ᰕのᅽ⦰㠎性に㛵する研究㸪➨一ᕤ大研究ሗ࿌➨ 25 ྕ(2013)pp.83㹼90 
(3)Park ➼の研究㸪Ductility of Square Confined Concrete Clumns Proceedings,ASCE、Vol.1 
(4)᳝ཎᐶ႐㸪ࢫパࣝࣛ࢖➽をᤄධした RC ౪ヨయのᙉ度およࡧ㠎性に㛵する研究 

,ᖹᡂ 25 ᖺ度➨一ᕤ大༞ᴗ論文㸪ᖹᡂ 26 ᖺ 3 ᭶

7.03 

㸲㸬ᅽ⦰㠎ᛶ⬟と⿵ᙉᙉ度 

௜⾲�� に඲ヨ験యのȘ㸫ș㛵ಀを♧した。

ྠ⾲をᴫほすると、⿵ᙉ➽㔞がᑡなくなるほ

ᙉ度ప下率（Ș）のప下度合いが大きくな、࡝

る。このప下度合いをᩘ値化したのがᅽ⦰㠎性

⬟であり、実験⤖果に基࡙いてᅽ⦰㠎性⬟をồ

めたのが⾲-3(a)(b)である。また、⿵ᙉᙉ度と

の㛵ಀをᅗ-10(a)(b)に♧す。 
ྠᅗから、⿵ᙉᙉ度が大きくなるにᚑってᅽ

⦰㠎性⬟も大きくなるものの、⿵ᙉᙉ度がある

⛬度の値以上になるとᅽ⦰㠎性⬟は㢌ᡴࡕにな

り、これ以上⿵ᙉ㔞を増加させても⿵ᙉ効果は

得られない⿵ᙉ㝈⏺があることがศかった。 
 

㸳㸬まとめ 

横⿵ᙉ➽㔞を変化させた෇⟄ࣜࢩンダーのᅽ

⦰ヨ験を⾜い、⿵ᙉᙉ度とᅽ⦰ᙉ度との㛵ಀ、

およࡧ、᭱大ᙉ度以㝆のᙉ度ప下の⦆ᛴ⛬度を

⾲すᅽ⦰㠎性⬟との㛵ಀをㄪ࡭た。その⤖果を

まとめると、ほぼḟのことがゝえよ࠺。 

 

㸯㸬 ᅽ⦰ᙉ度は⿵ᙉᙉ度に比౛し、᪤ᥦ᱌の

���ᘧがⰋく一致することを確認した。 

 

 

㸰㸬 本研究において、᭱大ᅽ⦰ᙉ度以㝆のᙉ度

ప下の⦆ᛴ度をᅽ⦰㠎性⬟（  ）とᐃ⩏

し���ᘧで⾲した。 

 

 

 

㸱㸬 上グ(7)ᘧでᐃ⩏したᅽ⦰㠎性⬟は、⿵ᙉ

ᙉ度に比౛して大きくなるが、ᙉ度ప下率

が       の⠊囲とすれࡤ、ᴫࡡ下

グを⿵ᙉ㝈⏺として、ᅽ⦰㠎性⬟は㢌ᡴࡕ

となる。 

 

㸲㸬 ⿵ᙉ➽に    を⏝いるとすれࡤ、下グ

の横⿵ᙉ➽比がほぼ㝈⏺になることがศか

った。 

 

 

 

࠙謝㎡ࠚ本研究は、文⊩���の実験⤖果を基に

ᅽ⦰㠎性⬟を⪃ᐹしたもので、༞論として実験

をᢸᙜした᳝ཎᐶ႐Ặに感謝を申し上げる。 
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 㸸文⊩(2)ۑ

ᅗ-10(a) ᅽ⦰㠎性⬟と⿵ᙉᙉ度の㛵ಀ 
（ᙉ度ప下率    ᫬） 

7.03 

00.3yw fp

yw fp

 㸸文⊩(2)ۑ

ᅗ-10(b) ᅽ⦰㠎性⬟と⿵ᙉᙉ度の㛵ಀ 
（ᙉ度ప下率    ᫬） 

yw fp

8.03 

00.4yw fp

8.03 

8.03 
7.03  8.0mK

 7.0mK

ᅗ-9 ᙉ度ప下率とᅽ⦰㠎性⬟ 
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